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MAGNUM工法による支持力の発現には、適切な設計や地盤、土質状況に合わせた施工機械等の選択が必要
です。設計の際には、その点を十分ご配慮の上、下記をよくお読み頂き、ご了承の上、ご利用願います。

●設計にあたっては本カタログ及び弊社資料をよくお読み頂き、適切にご使用ください。

●本工法はジャパンパイル株式会社が開発した工法です。

●本工法の施工については、ジャパンパイル株式会社が承認した施工会社が行います。

●本工法及び記載された製品によって設計を行う場合、関連法規等を遵守して適切な設計をして頂きますようお願い
いたします。

●施工する敷地・搬入路の広さによって搬入できる施工機械に制限が発生する場合、使用できる杭径や杭長に制限が
つく可能性があります。詳細な内容につきましては弊社までお問い合わせください。

●施工される地域により地盤、土質状況が異なり、本工法、各製品で施工性能が均等に発揮できない場合がござい
ます。

●本カタログに記載している仕様に関して、施工現場や製造工場の条件等により、ご希望の仕様で施工できない場合が
ございます。

●本カタログに記載した内容は2018年10月1日現在のものです。掲載内容及び仕様は、予告なく変更することがあ
りますので、あらかじめご了承ください。また、本カタログに関するご不明な点、詳細な内容につきましては弊社まで

お問い合わせください。

本工法及び製品に関し問題が発生した場合は、弊社にて対応させていただきますが、下記の免責事項のご確認を
お願い申し上げます。

●本カタログに記載された事項に反した設計により問題が生じた場合。

●標準仕様以外に使用者の指示した仕様、施工法、材料、部品などにより問題が生じた場合。

●あらかじめ定めた用途、部位以外に使用し、それにより問題が生じた場合。

●ジャパンパイル株式会社が承認した施工会社以外の会社によって施工され、それにより問題が生じた場合。

●設置された杭基礎の使用者及び第三者の故意又は過失により問題が生じた場合。

●杭基礎の引渡し後、構造、性能、仕様等の変更を行い、これにより問題が生じた場合。

●重大な瑕疵を発見後、速やかに届けがなされず、これにより問題が生じた場合。

●構造物の変形、老朽等の外部からの外力、製品以外の外的要因により問題が生じた場合。

●開発、製造、販売、施工時に通常予想される環境（温度、湿度、地盤状況、その他）等の条件下以外における使用により
問題が生じた場合。

●設計時、施工時に想定された以上の不可抗力（天災、地震、地盤沈下、火災、爆発、その他予測できない自然現象と周
辺環境に起因するもの）が原因となり問題が生じた場合。

ご注意とお願い

免責事項

国土交通大臣認定［鉛直支持力］
TACP-0564 ・0563 ・0562
建築技術性能証明［引抜き方向支持力］
GBRC 性能証明第18-15号
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杭基礎の歴史の集大成にして

新たな出発点

次代の基礎の基盤となる

ストレート掘削系の高支持力工法

数多くの杭材料、工法を生み出したジャパンパイルが、今までに培ったノウハ

ウを結集させた結果、様々な地盤条件や建物条件にフィットする工法が生まれ

ました。要求性能に応じて、多種多様な杭材を選択でき、根固め部及び杭周部

のプロポーションを可変させることが可能になったことから、それぞれの現場

に合ったきめ細やかな設計が可能となり、最適な低コストの杭基礎を設計でき

る工法になりました。
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適用範囲

大きな先端支持力を確保！
根固め部に下杭として節杭を使用し、掘削径の拡
大、根固め部の延長を行うことで、先端支持力の増
大が実現しました。

施工リスクを大幅低減、施工能率が大幅UP！
シンプルな機材を用いたストレート掘削を行うこと
で施工リスクを低減しました。更に施工能率を向上
させたことで工期短縮が可能となりました。

高度な品質確保の実現！
統合的な管理装置を用いるため、地盤
状況、注入量等のデータを取得及び一
元管理することで、高度な品質確保を実
現しました。

MERIT

1

MERIT

2

MERIT

3

最適な設計が可能

支持力UP！

大きな支持力を確保でき、コストの削減も
兼ね備えているため、設計の自由度が広
がっています。

杭材の追加

マンション

物流倉庫
工場

ショッピング
センター

学校病院

標準タイプ HSタイプ

軸部径 軸部径アップ！

節部径は
同一

先端地盤の種類 砂質地盤 礫質地盤 粘土質地盤

杭径
根固め部に位置する節杭の節部径：　　φ400～ 1200mm
杭周面部に位置するストレート杭の径：φ300～ 1200mm
杭周面部に位置する節杭の節部径：　　φ400～ 1300mm

最大施工深さ 68.5m 68.5m 60.0m

杭の種類 既製コンクリート杭・鋼管杭

杭の形状 ストレート杭、節杭、拡頭杭

杭下拡大根固め部長さ 0～ 2m

拡大比 1.0 ～ 2.0

新たに高支持力対応節杭を用いる
ことで、地盤から決まる支持力を

効果的に採用できます。

高支持力対応節杭（HSタイプ）とは、標準
タイプと同じ節部径でありながら、軸部径
を大きくした杭です。軸部断面積が増え、
大きな軸力にも対応できます。

節杭

掘削径の
拡大

根固め部の延長

Merit

特 長

※製造可能な明細についてはお問い合わせください

根固め部の延長と拡大掘削による
先端支持力の評価は本邦初！

Check!

弊社基礎設計士が最適な
杭基礎設計をサポート致します。

Check!
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Ra＝1/3×｛α・N・Ap ＋ (βNs・Ls＋  ・qu・ Lc )・  ｝

長期許容鉛直支持力（kN）【短期Ｒａ’は、長期Ｒａの２倍】

極限引抜き力（kN）

tRu＝(0.8・βNs・Ls＋0.9  ・qu ・Lc )・

（注）α、β、γ の適用において、地震時に液状化する恐れのある地盤は除く。

砂質・礫質地盤

粘土質地盤

α＝240ω1.5+ 45（2+LL’）ω

α＝210ω1.25 + 45（2+LL’）ω

先端支持力係数α

杭先端付近の地盤の
平均Ｎ値※1

砂質地盤における周面摩擦力係数β

N
杭の周面の地盤のうち
砂質地盤のＮ値の平均値※2Ns

砂質・礫質地盤［3≦Ｎ≦60］
粘土質地盤 ［0≦Ｎ≦58.3］

Ap：杭先端面積（m2） Ap=π・Don2/4
Ls：周面の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m） 
Lc：周面の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

［1≦Ｎs≦30］

杭の周面の地盤のうち
粘性土地盤の一軸圧縮強さの平均値※3qu

［10≦qu≦200］

   ：杭の周囲の有効長さ（m）    =πD         
 節杭の場合は節部径、ストレート杭の場合は軸部径

許容鉛直支持力

De
Ds

ω 拡大比
ω=De/Ds （1.0≦ω≦2.0） 

LL 杭下拡大根固め部長さ（m）    
0≦LL≦2

先端支持力upのイメージ図

Ds ： 基準掘削径（m）        
  Ds=Don+0.05 ただし、Donが0.44の場合はDs=0.5とする。 

De ： 拡大掘削径（m） 
Don： 根固め部に位置する節杭の節部径（m） 

MAGNUM工法は、拡大比ωと杭下拡大根
固め部長さLLを選択することにより最適な
支持力を得ることができます。

長期許容引抜き力 tRa =1/3× tRu
短期許容引抜き力 tRa’=2/3× tRu

標準型
ストレート杭 β=5.0
 節杭 βNs=（30+5.5Ns）ωを満たすβ
膨張型
ストレート杭 β=8.0
 節杭 β=9.5ω

粘土質地盤における周面摩擦力係数

標準型
ストレート杭γ=0.7
 節杭 γqu=（20+0.5qu）ωを満たすγ
膨張型
ストレート杭γ=0.9
 節杭 γ=1.0ω

ω ： 拡大比　ω=De/Ds、1.0≦ω≦2.0

LL’： 有効杭下拡大根固め部長さ
  ただし、LL’=0（LL≦0.5）、
           LL’=LL （0.5＜LL≦2）

LL ： 杭下拡大根固め部長さ（m）
  0≦LL≦2、 LL≦3.1De 

※1　N（NU、NL）の算定する時の個々の値は、0≦N≦100とし、
        Ｎ＞100の場合はN=100とする。 
※2　Nsを算定する時の個々の値は、0≦N≦100とし、
        N＞100の場合はN=100とする。 
※3　quを算定する時の個々のqu値は、16≦qu≦535とし、
        qu＜16の場合はqu＝0、
        qu＞535の場合はqu=535とする。 

LL

杭頭位置

杭先端位置

根固め
上端位置

杭先端位置
+0.4m

2m

LL+De+Don

の算定方法N
砂質・礫質地盤　N =（NU+3NL）/4 
粘土質地盤　　 N =（NU+2NL）/3
                      N        杭先端平均N値
                      NU　杭先端から上方に2mの間の平均Ｎ値
                      NL　杭先端から下方にLL+De+Donの平均Ｎ値 

押込み 引抜き

平均Ｎ値、周面摩擦算定範囲

Design

先端支持力up

ω

LL

細 太
短

長

Don
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〈1〉杭心セット～掘削 〈2〉掘削完了～充填液注入 〈3〉撹拌混合 〈4〉根固め部築造 〈6〉杭の建て込み～定着

撹拌対象土高さ

根固め部上端

掘削底

注入液 掘削液（水または泥水） 杭周充填液 根固め液 拡大掘削径De
杭下拡大根固め部長さLL
（0～2m）

拡大
周面部

拡大根固め部
（2mまたはDeの大きい方）

拡大ヘッドを杭心にあわせ、適宜掘削液
を送りながら所定深度まで掘削する。

先端部より杭周充填液を注入しながら、
所定の深度まで引き上げて掘削する。

反復撹拌混合区間を上下反復して杭周
充填液と掘削土砂を撹拌混合する。

※膨張型の場合には、根固め部を築造した後に
　（根固め部より上側の）杭周面部の築造を行
　います。

〈5〉引上げ
拡大根固め部築造後、オーガを引上げる。 杭を建て込み、必要に応じて杭の継手

施工を行いながら杭を所定位置に定
着させる。

先端地盤が砂質・礫質地盤の場合、根固め部範囲にお
いて、根固め液を注入しながら、上下反復を3回以上
かつ3分以上繰り返し、根固め部を築造する。

先端地盤が粘土質地盤の場合、根固め部範囲におい
て、根固め液を注入しながら、上下反復を1回以上行
った後、拡大ヘッドを根固め部下端で保持しながら根
固め液を注入し、根固め部を築造する。

砂質、礫質地盤

粘土質地盤

反
復
撹
拌
混
合
区
間

Method

引上げ工程引上げ工程根固め部築造工程根固め部築造工程 杭建込み工程・定着工程杭建込み工程・定着工程掘削工程掘削工程 杭周面部築造工程杭周面部築造工程

MAGNUM工法は、確実な施工を行うために、あらゆる地盤に応じた施工パターンを  取り入れています。
施工手順  標準型による模式図



2m

LL+De+Don

2m

De+Don

3Dp

4pD
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各種確認試験による検証　

各種地盤で押込み試験・引抜き試験を実施

大径杭の掘起こし確認

ケーシング併用の施工試験

最大杭長（70m）での引抜き試験の実施

Verification Test

本工法の支持力検証における載荷試験は、100件を越え
る多様な地盤で実施しており技術の裏づけがあります。

Check!

載荷試験による支持力確認の結果、ケーシング
を併用した施工が可能に。

Check!

杭基礎の工法変遷（プレボーリング編）

MAGNUM-BASIC工法

セメントミルク工法
α＝200

※実用可能範囲についてはお問い合わせください。

一般的な旧大臣認定工法

α＝300～1038

α＝300～858

α＝200～350

α＝250

先端支持力評価位置

1Dp

1Dp

4D

1D

杭先端付近の
平均N値算出範囲

4D

1D



DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

節部径Don 
（mm）

杭下拡大根固
め部長LL（m）

拡大掘削径De （mm）　【拡大比ω】
α N－=10 N－=30 N－=60 α N－=10 N－=30 N－=60 α N－=10 N－=30 N－=60 α N－=10 N－=30 N－=60 

440

De=500【ω =1.00】 De=550【ω =1.10】 De=600【ω =1.20】 De=700【ω =1.40】
0～ 0.5 330 167 501 1,003 375 190 570 1,140 423 214 642 1,285 523 264 794 1,589 
1.0 375 190 570 1,140 425 215 646 1,292 477 241 725 1,450 586 296 890 1,781 
1.5 397 201 603 1,206 450 228 684 1,368 504 255 766 1,532 618 313 939 1,878 
2.0 649 328 986 1,972 

500 

De=550【ω =1.00】 De=600【ω =1.09】 De=700【ω =1.27】 De=800【ω =1.45】
0～ 0.5 330 215 647 1,295 371 242 728 1,456 457 299 897 1,794 549 359 1,077 2,155 
1.0 375 245 736 1,472 420 274 824 1,648 514 336 1,008 2,017 614 401 1,205 2,410 
1.5 397 259 779 1,558 444 290 871 1,743 543 355 1,065 2,131 647 423 1,270 2,540 
2.0 572 374 1,122 2,245 680 444 1,334 2,669 

600 

De=700【ω =1.07】 De=800【ω =1.23】 De=900【ω =1.38】
0～ 0.5 361 340 1,020 2,041 438 412 1,238 2,476 513 483 1,450 2,900 
1.0 410 386 1,159 2,318 493 464 1,393 2,787 575 541 1,625 3,251 
1.5 434 408 1,226 2,453 521 490 1,472 2,945 606 571 1,713 3,426 
2.0 458 431 1,294 2,589 548 516 1,549 3,098 637 600 1,800 3,601 

650 

De=700【ω =1.00】 De=800【ω =1.14】 De=900【ω =1.28】 De=1000【ω =1.42】
0～ 0.5 330 364 1,094 2,189 394 435 1,307 2,614 462 510 1,532 3,065 533 589 1,768 3,536 
1.0 375 414 1,244 2,488 446 493 1,479 2,959 520 575 1,725 3,450 597 660 1,980 3,961 
1.5 397 439 1,317 2,634 471 520 1,562 3,125 549 607 1,821 3,643 629 695 2,087 4,174 
2.0 420 464 1,393 2,787 497 549 1,649 3,298 577 638 1,914 3,828 661 731 2,193 4,386 

700 

De=800【ω =1.06】 De=900【ω =1.20】 De=1000【ω =1.33】 De=1100【ω =1.46】
0～ 0.5 357 457 1,373 2,747 423 542 1,627 3,255 487 624 1,873 3,747 554 710 2,131 4,263 
1.0 405 519 1,558 3,116 477 611 1,835 3,670 547 701 2,104 4,209 620 795 2,385 4,771 
1.5 428 548 1,646 3,293 504 646 1,939 3,878 577 740 2,220 4,440 653 837 2,512 5,025 
2.0 452 579 1,739 3,478 531 681 2,043 4,086 607 778 2,335 4,671 686 879 2,639 5,279 

800 

De=900【ω =1.05】 De=1000【ω =1.17】 De=1100【ω =1.29】 De=1200【ω =1.41】
0～ 0.5 352 589 1,769 3,538 409 685 2,055 4,111 467 782 2,347 4,694 528 884 2,653 5,307 
1.0 399 668 2,005 4,010 461 772 2,316 4,633 525 879 2,638 5,277 592 991 2,975 5,950 
1.5 423 708 2,125 4,251 488 817 2,452 4,905 554 928 2,784 5,568 623 1,043 3,131 6,262 
2.0 447 748 2,246 4,493 514 861 2,583 5,166 583 976 2,930 5,860 655 1,097 3,292 6,584 

900 

De=1000【ω =1.05】 De=1100【ω =1.15】 De=1200【ω =1.26】 De=1300【ω =1.36】
0～ 0.5 352 746 2,239 4,478 399 846 2,538 5,076 452 958 2,875 5,750 503 1,066 3,199 6,399 
1.0 399 846 2,538 5,076 451 956 2,868 5,737 509 1,079 3,237 6,475 564 1,195 3,587 7,175 
1.5 423 896 2,690 5,381 477 1,011 3,034 6,068 537 1,138 3,415 6,831 594 1,259 3,778 7,556 
2.0 447 947 2,843 5,686 502 1,064 3,193 6,386 566 1,200 3,600 7,200 625 1,325 3,975 7,951 

1000 

De=1100【ω =1.04】 De=1200【ω =1.14】 De=1300【ω =1.23】 De=1400【ω =1.33】
0～ 0.5 348 910 2,732 5,465 394 1,031 3,094 6,188 438 1,146 3,439 6,879 487 1,274 3,824 7,648 
1.0 394 1,031 3,094 6,188 446 1,167 3,502 7,004 493 1,290 3,871 7,743 547 1,431 4,295 8,591 
1.5 418 1,094 3,282 6,565 471 1,232 3,698 7,397 521 1,363 4,091 8,182 577 1,510 4,531 9,062 
2.0 441 1,154 3,463 6,926 497 1,300 3,902 7,805 548 1,434 4,303 8,606 607 1,588 4,766 9,533 

1100 

De=1200【ω =1.04】 De=1300【ω =1.13】 De=1400【ω =1.21】 De=1500【ω =1.30】
0～ 0.5 348 1,102 3,307 6,614 389 1,232 3,696 7,393 428 1,355 4,067 8,134 472 1,495 4,485 8,970 
1.0 394 1,248 3,744 7,488 440 1,393 4,181 8,362 482 1,526 4,580 9,160 531 1,682 5,046 10,092 
1.5 418 1,324 3,972 7,944 466 1,476 4,428 8,856 510 1,615 4,846 9,693 560 1,773 5,321 10,643 
2.0 441 1,396 4,190 8,381 491 1,555 4,665 9,331 537 1,701 5,103 10,206 589 1,865 5,597 11,194 

1200 

De=1300【ω =1.04】 De=1400【ω =1.12】 De=1500【ω =1.20】
0～ 0.5 348 1,311 3,935 7,871 385 1,451 4,353 8,707 423 1,594 4,783 9,567 
1.0 394 1,485 4,455 8,911 435 1,639 4,919 9,838 477 1,798 5,394 10,788 
1.5 418 1,575 4,727 9,454 460 1,734 5,202 10,404 504 1,899 5,699 11,399 
2.0 441 1,662 4,987 9,974 486 1,832 5,496 10,992 531 2,001 6,005 12,010 

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

DeLL

節部径Don 
（mm）

杭下拡大根固
め部長LL（m）

拡大掘削径De （mm）　【拡大比ω】
α N－=10 N－=30 N－=58.3 α N－=10 N－=30 N－=58.3 α N－=10 N－=30 N－=58.3 α N－=10 N－=30 N－=58.3

440

De=500【ω =1.00】 De=550【ω =1.10】 De=600【ω =1.20】 De=700【ω =1.40】
0～ 0.5 300 152 456 886 335 169 509 989 371 187 563 1,095 445 225 676 1,314 
1.0 345 174 524 1,019 385 195 585 1,137 425 215 646 1,255 508 257 772 1,500 
1.5 367 185 557 1,084 409 207 621 1,208 452 229 687 1,335 540 273 820 1,595 
2.0 571 289 867 1,686 

500 

De=550【ω =1.00】 De=600【ω =1.09】 De=700【ω =1.27】 De=800【ω =1.45】
0～ 0.5 300 196 588 1,144 331 216 649 1,262 397 259 779 1,514 464 303 910 1,770 
1.0 345 225 677 1,316 381 249 747 1,453 454 297 891 1,731 529 346 1,038 2,018 
1.5 367 240 720 1,400 405 265 795 1,544 483 316 948 1,842 562 367 1,103 2,143 
2.0 511 334 1,003 1,949 595 389 1,167 2,269 

600 

De=700【ω =1.07】 De=800【ω =1.23】 De=900【ω =1.38】
0～ 0.5 324 305 915 1,779 382 359 1,079 2,098 438 412 1,238 2,406 
1.0 372 350 1,051 2,043 438 412 1,238 2,406 500 471 1,413 2,746 
1.5 397 374 1,122 2,181 465 438 1,314 2,554 531 500 1,501 2,917 
2.0 421 396 1,190 2,312 493 464 1,393 2,708 562 529 1,588 3,087 

650 

De=700【ω =1.00】 De=800【ω =1.14】 De=900【ω =1.28】 De=1000【ω =1.42】
0～ 0.5 300 331 995 1,934 349 385 1,157 2,250 401 443 1,330 2,585 453 501 1,503 2,920 
1.0 345 381 1,144 2,224 401 443 1,330 2,585 458 506 1,519 2,953 517 571 1,715 3,333 
1.5 367 405 1,217 2,366 426 471 1,413 2,746 487 538 1,615 3,140 549 607 1,821 3,539 
2.0 390 431 1,294 2,514 452 499 1,499 2,914 516 570 1,712 3,327 581 642 1,927 3,746 

700 

De=800【ω =1.06】 De=900【ω =1.20】 De=1000【ω =1.33】 De=1100【ω =1.46】
0～ 0.5 321 411 1,235 2,400 371 475 1,427 2,774 419 537 1,612 3,133 468 600 1,800 3,499 
1.0 368 472 1,416 2,751 425 545 1,635 3,178 479 614 1,843 3,581 534 684 2,054 3,993 
1.5 392 502 1,508 2,931 452 579 1,739 3,380 509 652 1,958 3,806 566 725 2,177 4,232 
2.0 416 533 1,600 3,110 479 614 1,843 3,581 539 691 2,074 4,030 599 768 2,304 4,479 

800 

De=900【ω =1.05】 De=1000【ω =1.17】 De=1100【ω =1.29】 De=1200【ω =1.41】
0～ 0.5 317 531 1,593 3,096 360 603 1,809 3,516 404 676 2,030 3,945 449 752 2,256 4,385 
1.0 364 609 1,829 3,555 413 691 2,075 4,033 462 774 2,322 4,512 513 859 2,578 5,010 
1.5 388 650 1,950 3,789 439 735 2,206 4,287 491 822 2,467 4,795 544 911 2,734 5,313 
2.0 412 690 2,070 4,024 466 780 2,342 4,551 520 871 2,613 5,078 576 964 2,894 5,625 

900 

De=1000【ω =1.05】 De=1100【ω =1.15】 De=1200【ω =1.26】 De=1300【ω =1.36】
0～ 0.5 317 672 2,016 3,918 353 748 2,245 4,363 393 833 2,499 4,858 430 911 2,735 5,315 
1.0 364 771 2,315 4,499 405 858 2,576 5,006 450 954 2,862 5,562 492 1,043 3,129 6,081 
1.5 388 822 2,468 4,796 431 913 2,741 5,327 478 1,013 3,040 5,908 522 1,106 3,320 6,452 
2.0 412 873 2,620 5,092 457 968 2,906 5,649 507 1,075 3,225 6,267 553 1,172 3,517 6,835 

1000 

De=1100【ω =1.04】 De=1200【ω =1.14】 De=1300【ω =1.23】 De=1400【ω =1.33】
0～ 0.5 314 821 2,465 4,791 349 913 2,740 5,326 382 999 2,999 5,829 419 1,096 3,290 6,394 
1.0 360 942 2,827 5,493 401 1,049 3,149 6,119 438 1,146 3,439 6,684 479 1,253 3,761 7,310 
1.5 384 1,005 3,015 5,860 426 1,115 3,345 6,501 465 1,217 3,651 7,096 509 1,332 3,997 7,767 
2.0 407 1,065 3,196 6,211 452 1,183 3,549 6,897 493 1,290 3,871 7,523 539 1,410 4,232 8,225 

1100 

De=1200【ω =1.04】 De=1300【ω =1.13】 De=1400【ω =1.21】 De=1500【ω =1.30】
0～ 0.5 314 994 2,983 5,798 346 1,096 3,288 6,389 375 1,187 3,563 6,925 408 1,292 3,877 7,534 
1.0 360 1,140 3,421 6,648 397 1,257 3,772 7,331 429 1,358 4,076 7,922 467 1,479 4,437 8,624 
1.5 384 1,216 3,649 7,091 422 1,336 4,010 7,793 457 1,447 4,342 8,439 496 1,571 4,713 9,159 
2.0 407 1,289 3,867 7,516 448 1,419 4,257 8,273 484 1,533 4,599 8,938 525 1,663 4,989 9,695 

1200 

De=1300【ω =1.04】 De=1400【ω =1.12】 De=1500【ω =1.20】
0～ 0.5 314 1,183 3,551 6,900 342 1,289 3,867 7,516 371 1,398 4,195 8,153 
1.0 360 1,357 4,071 7,911 393 1,481 4,444 8,637 425 1,602 4,806 9,340 
1.5 384 1,447 4,342 8,439 418 1,575 4,727 9,186 452 1,703 5,111 9,933 
2.0 407 1,534 4,602 8,944 443 1,669 5,009 9,735 479 1,805 5,417 10,527 

11 12

●先端地盤　砂質地盤・礫質地盤の場合 ●先端地盤　粘土質地盤の場合

長期先端支持力一覧表（掘削径によるωと先端支持力係数αとの対比表）

Rpa＝α･N･Ap/3 
長期先端支持力Rpa（kN）

α ：先端支持力係数

ω ：拡大比 （1.0≦ω≦2.0）
Ｎ ：杭先端平均Ｎ値
Ap：π･Don2/4

　砂質・礫質地盤　α＝240ω1.5+45（2+LL’）ω
　粘土質地盤　　 α＝210ω1.25+45（2+LL’）ω

LL' ：有効杭下拡大根固め部長さ（m）

LL ： 杭下拡大根固め部長さ（m）

De ： 拡大掘削径（m）

ただし、 LL'＝0　（LL≦0.5）
LL'＝LL（0.5＜LL≦2）

0≦LL≦2
ただし、 LL≦3.1De 

採用可能な拡大掘削径De と拡大比ωついては、弊社にお問い合わせください。

押込み（認定書） 引抜き（建築技術性能証明書）

TACP-0564：砂質地盤 TACP-0563：礫質地盤 TACP-0562：粘土質地盤 GBRC｠性能証明｠｠第18-15号De 

LL

（単位：kN） （単位：kN）

Bearing Capacity

節部径Don 杭下拡大根
固め部長LL

先端支持力
係数α

杭先端平均N値
N－=30 

600
（mm）

拡大掘削径
De=700（mm）

拡大比
【ω =1.07】

0～ 0.5（m） 324 Rpa=915（kN）
※上記例は粘土質地盤の場合

一覧表の見方

De
LL
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高度な施工品質管理の実現　

統合的な施工管理装置を用いて、掘削深度、充填液注入量、
電流値および積分電流値といったデータを計測・記録する
ことで適切な施工管理を実施します。

施工技術講習会を実施することで、管理者および
技術者に工法内容を周知し、品質の安定化と更な
る向上を目指しております。

根固め部の品質を確認するた
めに、未固結試料を採取するこ
とが可能です。

施工管理装置

施工管理資格制度

未固結試料採取

※認定工法での管理規定対象外の事項のため、ご要望の際は事前にご相談をお願いします。

〈電流値・積分電流値〉

〈充填液注入量〉

管理装置モニター

流量計

▲施工帳票例①　 ▲施工帳票例②　

掘
削
作
業

杭
周
面
部
築
造

根
固
め
部
築
造

杭
建
込
み
作
業

施
工
完
了

Quality Control

施工記録の見える化を実現しました。
適切なデータをご提供します。

Check!

厳しい試験に合格した施工管
理者が品質管理を行います。

Check!


